
三宅島雄山中央火口附近の地形と噴気持
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堆山火UJ(814 n) は 19 4:0~ の大噴火以来きわめて穏やかで・あFったが， 1951年 2月とるトら，島

民の間に噴火前兆と考えbるような2，3 O~異常現象が認められる旨:を口にする者があり，やがて

ついに，ほとえど全島民が火山爆、発の流言、に長びえるにいたったDで・，筆者は東京都立大学野口喜

三堆博士らとともに同年5月22"""'30日に現ttf!を踏査し，との流言がなんら科学的根拠Dないもので

あるととを立証した.乙の間の事情については 2 筆者はすでに仁天文と気象l)Jーに結介してある.

しかし，とにかくとうして(噴火時以外には実地調査などはなかなか行われない孤島の火山の状況ー

を催認し，将来起り得べ、き変動に対する基礎資料を多少なり得られた点で，との渡島もじ pうぶん

意義があったように考えられる.筆者はととに，中央火口附近の状態を中心として，三宅島の最j止

の火山状況を簡単に報告する.

~ 1.雄山中央火口附近の地形

第 1図は1940年雄山山頂噴火の火口附近の1951' 

年5月24日現在の地形略図である.今回θ踏査は， ' 

中央気象台としては単身渡島のため，測量器械類は

携行したかったので，本図はただクリノメーグー，

巻尺だけを用い，わずか2，3時間で作りあげたも
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第 1図 雄山中央火口附近地形略図
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第2図 1940年噴火直後の雄山山頂附近隣図
(津屋博士による)
I-lI-I1I:新複戒中央火口丘
a~g 新中央火口 L.新熔岩流3
1 :旧中央火口，1お穴」の火口縁
m:東火口の火口縁
u 西火口の火ロ縁

母 A.Suwa; The Topography nnd th6 Temperature of Fumeοf the Central Craters of Vo1c訂10

Oyama， Miyake Island. (Received Apr. 2， 1953) 
掛 中央気象台地震課
(1)諏訪彰 i天文と気象J1951年7・8月合併号 16--19̂'Z--:.P. 
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のそあり，便宜上， b火口の北側火1口縁のA点を基準 (Om)としてある.

験震時報2) 地震研究所業報3) などに載せられた 1940年噴火についての檀々た調査報告にも，

との附近の詳しい地形図は見当らない匂で，同噴火後11年間に地形がいかに変化したかをはっきり

比較するpと院できないが，地もと尽の話によれば，火口壁の崩壊による相当の変化があったよう

である.図に示すごとく，現在な沿火口らしい形をほぼ完全にとどめているのはb、火口。だけである.

ただし，守本図のa，b，……fの窪地は，津屋弘遼博士の報告に載せられた第2図的のa，・ b，..，…f 

火口にそれぞれ該当するものと推定される.

a 2.雄山中央火口附近の噴気

噴気地域は第1図に斜線を施して示した通りであるが，その量は少なく，筆者の踏査当時:(5月

23日，曇:)，は多いととるでしせいぜい数メートノレないし十数メートルの高さまで・認められる程度

であった.地もと民の話によれば，気象僚件によってh わず、かに地面をはう程度にしか認められな

いとともあり，最も多い時でも，三宅島附;庄の海とからかろうじて認められる程度であるという.

との噴気は白色無臭で，水蒸気を多量陀含み，その凝結して生じた水は無色透明，司無味，無臭，
¥a  

pHは中性(ほど 7.0)で，大地にしみとんだ雨水が地熱で蒸発していると解してよいものであっ

た〆な烏，野口博士の分析結果的.によれば，との噴気の水蒸気以外の成分は普通の空気とほとんど

同じで， H2S， S02' CO2などは特に認められーたいという.

噴気現場には噴気孔と呼ばれるような特定の噴出孔は外晃上認のられず，狭い範囲ではあるが，

第 2表雄山中央火口附-近の噴気温(各噴気地域内で最高温と思われる地点で測温)

観 浪リ
気温 各観測点における噴気温 (OC)

三忙日宅品お乍島けD測降る(町候前水、m1所量0 ) 天気 (OC) 
年，月 3 日，時 1 2 34  5 6 7 8 -9' 10 11 12 13 

1949， V， 16，ヘー
快晴曇曇晴晴 l 18 

92一一一一 69.2 
1951， IV， 8， 12 -;-- 80 87 -86 ~ - 84ーヶー一一'- 234.1 
// v. 23， 14 16 一噂ー 87-89 85 82 88一一一一 159.4 
// V[， 11， 18' 19 一一 82-88-828882一一一一一 }43.7 
F 羽r，21， 19 22 ~: 82 - 89 - 81 一一一、ー 92.3 

// WI， 17， 13 

f薄畑曇曇晴晴曇吉

28 一一 82 ~ 86 .:- 66' 92一一一一一 1': 1 
// . IX ， 1 0， 18 19 一一 88 - ，89 - 66 90一一一一 26.4 
F X，21O5 ，18 16 一一 80 - 90 ~ 68 93 49 58一一一 71.6、
//XI， 25， 15 8 一一 82 - 91 -'- - 94 46 - 86 60 42 63.8 
1952， 1，13，・12 3 一一・ 86 - 89 -:- 62 89一一一一 80.5 
F II， 21， 7 O 一一 68 一、ーで 62 78一一一一一 96.6 

c詮)L 1951， v， 23，_ 14以外はすべて浅沼俊夫氏の観測による.
2. 1952， II， 21， 7観測当時，現場附近は10cITI余の積雪あり-，特応高熱部のみ局地的l乙
融雲し，地面が露出していた.

3. 観測の際は，鉄棒で地面ir.20.......30cmの深さの孔をあげi温度計をさし乙んで測温した.

(2) r験震時報j11程3号 (1941年).
(3) r震研糞報J19号， 1， 2， 3， 4冊.(1941年)など.
(4)津屋弘法 r震研棄報J19号3冊 509ページ 56図.
( 5)野口喜三雄"西僚八束 T三宅島調査報告J (とう写印刷， 1951年). 
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噴石ですっかり訟なわれた地表面全般から噴気している.したがって，、筆者らの噴気温の測定も各

噴気地域内でそれぞれ特に高温と思われる地，去を適当にさがして行った.第1表にその値を示す.

たおとの表には;参考のため，三宅島高校生浅沼俊夫氏兼が筆者の現地踏査の前後に同様な方法

で・，r=rっ'た噴気YE洲定値もあわせ記す.との表でも明らかなご占く，噴気温は少なくともとと 2，

3年潤は，最高90つ前後を保持して，ほとんど変化していない.な公，同氏の談話によれば，とれ

らの観測の|祭昨はいずれも噴気は白色無臭であったという.な沿，とれらの観測点の官.置は第1図

に示す通りであるヲまた，との雄山山頂の両1sIJ'vcある牧場の管理人津村希一，笹本千代吉両氏も

やはり少なくともとと数年聞は噴気の量，色，臭たど特に変化は認められない旨を証言した.

S 3.噴火流言とその究明

今回，噴火前兆として流布されたととがらは，結局ほほ、3項目に要約されるが，女に記すで如く，

いずれも噴火とは特に関係のないデマであるととが確認された.

.t:。ら主〈作田村

.せFン?， ~ 
・寄生火山句溶岩流

o t暴:i火口品E 火山蝉1崎直品
。火口 一:火山レキj唱ア'巳
はんの木の葉の崎れた地rfr:'

第 3図三宅島要図
①峰山牛央， ①寛永， ①正徳， ①宝暦
①天保， ①明治， ①昭和(山腹)の各噴
火の火同を示す.、

1)雄山中央火口附近の噴気の異常が報ぜられたが

S2に述べたごとく，噴気は分布，量" {昆度，化学組

成など，いずれも特に異常は認められたい.

2)三宅村大崎海岸(三宅島測候所西方〕の井戸が

最近かれたと報ぜられたがーとれは元来ごくわずか・し

か水のJ出なかった井戸が 1951年2月の大雨で押流さ

れた土砂で・埋設され約1mほど浅くなったためであ

づて，火山活動とは直接関係たい.イ

3)雄山東北東側中腹の 1940年山腹噴火地帯で，

地熱土昇による榛の木たどの枯死が報Jぜられたが，実
r) 

は，害虫によって葉.が食い荒さ土しているだけであゥて

樹木そのものは生きて長久との附近の地中温度も特

に異常陸認められない.

た:t--，筆者らは，念のため，同島を一周し，三宮，

根原，ハ手ウヶ平，瓢箪山，公式び、伊ヶ谷長根沢の前年 (1950)噴気が認められたという場所た左

でも地中温度を測定したが，たんら異常を認めたかった.

務に臨みり得がたい三宅島現地調査ρ機会を公与え下さった中央気象台長和達清夫博士，観測部

長川;tf1l幸夫博士，地震課長井土宇)乱博士に深謝申し上げるとともに，長期にわたロ，たゆまず

観測乞継続され，筆者の今回の調査に積極的に協力された浅沼俊夫氏に感謝し，かつ敬意を表する.

長現在，国立科学博物館勤務
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